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　春の訪れを告げる梅の花「小峰城」（３月19日）

今月の表紙

　今月号の表紙は、樹齢が
約300年といわれる松雲寺
（舟田）の枝垂れ桜です。
　開花時期が白河近郊では
最も早く、根元一面に咲く
芝桜が枝垂れ桜をより華や
かにし、毎年訪れる人を魅
了しています。
　今月８日から白河桜まつ
りが開催されます。ぜひ美
しく咲く市内の桜をご覧く
ださい。
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　徳川４代将軍家綱の補佐役であり、会津藩の藩祖である「保
ほ し な

科正
まさゆき

之」は、
明暦の大火の際、焼失した天守閣の再建よりも、道路の拡幅や河川の改
修、さらには隅田川に橋をかけるなど、江戸の復興を大胆に推進しました。
　軍事防御を優先した都市づくりから、経済の発展や民生の安定へと転
換を図った正之は、徳川幕府の基盤を確立した名君と言われております。
　日本は今、少子化や超高齢化、格差の拡大など、多くの困難に直面し
ております。しかし、前例や既成概念にとらわれることなく、目の前の
課題に正面から向き合い、大局的見地から確かな手を打っていけば、必
ず道は切り拓

ひら

けるものと考えております。
　未来に向かい、強い意志を持って進んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白河市長　鈴木和夫

◎
特
集
１
／
平
成
29
年
度
施
政
方
針

「
施
政
方
針
」
は
、
こ
の
１
年
間
の
市
が
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
も
の
で
す
。

今
月
号
で
は
、
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
主
な
事
業
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

確
か
な
手
を
打
ち
、
未
来
を
切
り
拓
く



５ ４

◆放射線量の低減および安全性を確認するため、市内全
　域で事後モニタリング調査を継続します。
◆中間貯蔵施設の早期完成と除去土壌等の円滑な搬出を
　国や県に要望します。
◆消防車両や屯所の計画的な更新と災害に備えた食糧の
　備蓄を行います。
◆消費者被害の相談体制を充実させるため、本庁舎内に
　「消費生活センター」を設置します。

◆地元企業の情報発信、インターンシップの受け入れに
　より、若者の地元への移住を促進します。
◆産業サポート白河や関係団体と連携し、女性が働きや
　すい環境づくりを進めます。
◆白河産米の消費拡大のため、地産地消やブランド化を
　推進します。
◆インバウンドを誘致するため、旅番組の制作やモニタ
　ーツアーを実施します。

◆「おもてごう保育園」を増築するほか、新たな小規模
　保育所の開園に向けた準備を進めます。
◆病気の治療中または回復期の子どもを一時的に預かる
　「病児保育施設」を白河厚生総合病院の敷地内に整備し
　ます。
◆「子どもの居場所づくり」を行う団体やひとり親家庭
　への支援を充実します。
◆健康づくりを支援するため、「いきいき健康マイレージ
　事業」や「へる塩チャレンジ塾」などを行います。

◆国道 294 号バイパス整備のための用地取得や東北自動
　車道交差点部分の改良工事を促進します。
◆小南湖の園路整備や旧脇本陣柳屋旅館の修復などを行
　い、歴史と文化を活かしたまちづくりを推進します。
◆居住人口の増加に向けて、民間が取り組む共同住宅の
　整備を支援します。
◆地域公共交通の利便性向上のため、循環バスの日曜・
　祝日試験運行を実施します。

◆学校司書の配置を拡充し、読書学習を推進するととも
　に、土曜学習推進事業の実施箇所および回数を増やし
　ます。
◆給付型奨学金の対象人数を拡大します。
◆引き続きコミネスでの多彩な事業と中学生を対象とし
　た質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供します。
◆小峰城跡の本丸西面、雪見櫓

やぐら

、帯
おび

曲
く る わ

輪北面などの石垣
　積み替えを行います。

◆地域コミュニティ強化のため、集会所を計画的に整備
　するとともに、町内会の自主的な活動を支援します。
◆街なかの空き家を活用した「コミュニティ・スペース
　エマノン」を充実し、若者の自由な発想によるまちづ
　くりへの参加を支援します。
◆本市に一定期間住んでいただく「お試し居住」に取り
　組むとともに、「空き家バンク」の利活用を進めます。
◆三世代同居・近居を始める世帯への支援を継続します。

安全・安心
市民の暮らしを守るため、防災・減災対策、消費者問
題への対応、除染対策等を推進します

快適で利便性の高い都市環境の整備を推進します 子育て支援や子どもの貧困対策等を推進します

全ての子どもが等しく教育を受けることや文化・スポ
ーツに触れるための支援を推進します

定住人口の増加や地域おこしに向けた取り組みを推進
します

健康・福祉・医療

教育・文化・生涯学習

産業・雇用

都市基盤

観光資源を活かした交流人口の拡大や雇用・就労環境
の充実等を推進します

環境・コミュニティ

◎特集１／平成29年度施政方針　６つのプロジェクト
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▲懇談会に参加した市長と「しらかわ大使」の皆さん（２月24日/東京都）

　

白
河
の
究
極
の
資
源
は
、
南
湖
公
園
だ
と

思
い
ま
す
。
国
で
は
「
歴
史
的
資
源
を
活
用

し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
で
２
０
０
の
地
域
を

指
定
し
、
地
域
に
残
る
古
民
家
等
の
歴
史
的
資

源
を
観
光
や
地
域
振
興
に
生
か
そ
う
と
す
る
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
活
用
や
都
市
計
画
法
等
の
規
制
の
見

直
し
な
ど
も
検
討
さ
れ
、
こ
の
取
り
組
み
を
南

湖
公
園
で
で
き
た
ら
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
古

民
家
を
集
積
さ
せ
、
茶
道
や
華
道
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
り
、
定
信
公
と
の
歴
史
を

絡
め
て
何
か
企
画
を
し
か
け
た
ら
、
た
く
さ
ん

の
人
を
呼
び
込
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ネ
ス
の
公
演
事
業
に
あ
わ
せ
て
南
湖
公

園
ま
で
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ
た
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
方
を
体
験
型
ツ
ア
ー
に
招
待
す

る
こ
と
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
有
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
へ
い
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
の
金
丸
座
や
松
本
市
の
セ
イ

ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
よ

う
に
、
こ
の
時
期
に
白
河
へ
行
け
ば
面
白
い
文

化
体
験
が
で
き
る
と
習
慣
づ
け
る
継
続
的
な
取

り
組
み
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
末
か
ら
白
河
を
舞
台
に
服
飾
文
化
を
題

材
と
し
た
連
載
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
書

く
に
あ
た
り
文
化
と
は
何
か
、
文
化
が
ど
の

よ
う
に
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
歌

舞
伎
な
ど
の
伝
統
的
文
化
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

現
代
の
日
本
文
化
も
世
界
中
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
例
と
し
て
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド

の
「
初は

つ

音ね

ミ
ク
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
著
作
権

で
使
用
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
一
般

に
開
放
し
た
こ
と
で
、
大
勢
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
「
初
音
ミ
ク
」
で
音
楽
を
作
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
し
、
一
躍
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

起
こ
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
“
フ
ッ
ク
”
に
大

衆
が
巻
き
込
ま
れ
、
本
人
も
予
測
不
可
能
な
方

向
に
転
が
っ
て
い
く
の
が
、
文
化
の
出
来
る
過

程
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
「
第
九
」
が
日
本

で
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
徳
島
県
で
は
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
初
音
ミ
ク
が
コ
ラ
ボ
し
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。
コ
ミ
ネ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た

と
聞
い
た
と
き
に
、
初
音
ミ
ク
と
コ
ラ
ボ
で
き

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
集
客
力
と
知
名

度
は
も
の
凄
く
、
白
河
を
世
界
に
発
信
す
る
ひ

と
つ
の
“
フ
ッ
ク
”
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
産
自
動
車
の
常
務
時
代
に
、
ゴ
ー
ン
社
長

か
ら
「
共
感
力
」
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
教
え

込
ま
れ
ま
し
た
。
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
の
共

通
点
と
し
て
、「
自
分
と
は
違
う
人
に
興
味
を

持
ち
、
共
感
し
、
敬
意
を
払
う
姿
勢
が
あ
る
と

こ
ろ
だ
」
と
彼
は
言
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
う
え
で
は
、
語
学
に
も

ま
し
て
重
要
だ
と
何
度
も
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
会
社
で
も
、
社
員
の
共
感
力
を
高
め
る

た
め
に
、
海
外
の
工
場
か
ら
人
材
を
投
入
し
て

い
ま
す
。
共
感
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
自

分
と
違
う
も
の
に
接
す
る
経
験
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
機
会
と
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
企
業

が
成
長
す
る
た
め
に
必
ず
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
行
政
や
教
育
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
に
よ
る
語
学
指
導
は

い
い
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
創
造

都
市
宣
言
に
よ
っ
て
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
を
提
供
で
き
る
か
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

文
化
芸
術
に
は
、
表
現
力
を
高
め
、
他
者
と
の

共
感
を
可
能
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
若
い
人

達
に
、
多
く
の
経
験
の
場
を
与
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
を
育
て
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
温
故
知
新
」。
特
に
「
新

ら
し
き
を
知
る
」
の
部
分
が
重
要
で
、
い
か
に

現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
新
た
な
文
化
を
創
造
で
き

る
か
だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
、
京
都
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
京
都
は
千
年
の
都
で

す
が
、
決
し
て
古
臭
く
感
じ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

新
し
い
文
化
価
値
を
常
に
生
み
出
し
て
ま
す
。

　
時
代
祭
は
、
明
治
28
年
に
始
め
ら
れ
た
比
較

的
新
し
い
お
祭
り
で
す
が
、
平
安
時
代
を
起
源

と
す
る
葵あ

お
い

祭
、
祇
園
祭
と
あ
わ
せ
て
、
京
都
三

大
祭
り
の
ひ
と
つ
に
ま
で
価
値
を
高
め
ま
し
た
。

　
和
菓
子
の
「
八
つ
橋
」
は
、
そ
の
歴
史
を
江

戸
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
が
、
観
光
土
産
で
人
気

の
「
生
八
つ
橋
」
は
戦
後
に
考
案
さ
れ
た
新
し

い
食
文
化
で
す
。「
古
い
も
の
」
を
そ
の
時
代

に
受
入
れ
ら
れ
る
「
新
し
い
も
の
」
に
再
編
成

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
故ふ

る

き
を
温た

ず

ね
て
」
の
基
盤
に
な
る
の
は
歴

史
で
す
。
白
河
に
は
、
南
湖
公
園
、
白
河
の
関
、

小
峰
城
や
提
灯
ま
つ
り
と
い
っ
た
古
く
て
い
い

も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
小
峰
城
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
る
薪た

き
ぎ

能
の
よ
う
な
、
古
い
も
の

と
コ
ラ
ボ
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
世
界
に
発

信
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
で
公
表
さ
れ
た

「
文
化
創
造
都
市
宣
言
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
し
ら
か
わ
大
使
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
芸
術
を
創
る
の
は
人
で
あ
り
、
文
化
を
創
る

の
は
市
民
だ
と
思
い
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
「
真

田
丸
」
の
題
字
を
書
い
た
の
は
書
家
で
は
な

く
、
左
官
職
人
が
コ
テ
で
土
壁
に
書
い
た
も
の

で
す
。
左
官
職
人
を
芸
術
家
と
認
識
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
品
に
触
れ
共
感

を
覚
え
ま
し
た
。
共
感
か
ら
感
動
が
生
ま
れ
た

と
き
、
そ
れ
は
芸
術
と
い
え
ま
す
。
か
つ
て
農

家
で
日
常
的
に
作
ら
れ
て
い
た
ム
シ
ロ
や
日
本

人
の
お
も
て
な
し
の
心
で
さ
え
も
、
感
動
を
与

え
る
ほ
ど
に
磨
き
上
げ
れ
ば
、
芸
術
と
い
え
ま

す
。
料
理
も
そ
う
で
す
が
、
高
い
レ
ベ
ル
に
到

達
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
裏
側
を
知
り
、
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
芸
術
舞
台
の
裏
側
を

見
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
私
た
ち
が
捨
て
て
し
ま
っ
た
日
本
古
来
の
風

習
の
中
に
は
、
外
国
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
は
祭
り
や
二
十
四

節
気
、
七
十
二
候
の
年
中
行
事
を
通
じ
て
人
間

形
成
の
基
礎
を
養
っ
て
き
ま
し
た
。
白
河
に
し

か
な
い
無
形
文
化
や
品
格
を
も
う
一
度
見
つ
め

直
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
活
動
を
街
に
残
せ
ば
、

コ
ミ
ネ
ス
に
訪
れ
た
人
々
が
、
白
河
の
芸
術
性

に
共
感
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

現
代
日
本
文
化
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
古
い
も
の
」
か
ら
「
新
し
い
も
の
」
を

創
造
す
る

共
感
力
を
高
め
る
た
め
の
経
験
の
場

白
河
に
し
か
な
い
文
化
を
磨
き
上
げ
る

『
文
化
創
造
都
市
白
河
』

　
に
向
け
て

◎特集２／しらかわ大使からの提言
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３
月
１
日
、
市
民
に
開
か
れ
た
親
し
み

や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
３
月
定
例
会
の

開
会
に
先
立
ち
「
白
河
市
議
会
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
の
文
化
創
造
都
市
宣
言
を
受

け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
地
元
在
住
の

大お
お
た
け竹
う
ら
ら
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
と

堀ほ
り
う
ち内
由ゆ

き

こ

起
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
が
、
フ
リ

ッ
ツ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
「
愛
の
喜
び
」

な
ど
４
曲
を
演
奏
し
、
議
場
に
美
し
い
音

色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

傍
聴
席
に
は
多
く
の
市
民
が
来
場
し
、

演
奏
後
は
歓
声
と
と
も
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
月
24
日
・
25
日
の
２
日
間
、
ひ
じ
り

ん
館
（
大
信
増
見
）
の
四
季
彩
キ
ッ
チ
ン

Ｄ
ｅ
ｎ
で
、「
食
し
て
！
ナ
ッ
ト
ク
」
と
題

し
た
安
全
安
心
な
地
元
食
材
の
Ｐ
Ｒ
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
パ
ス
タ
選
手
権
で
優
勝
し
た
山や

ま
だ田

剛よ
し
つ
ぐ嗣
シ
ェ
フ
が
、
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
た

サ
ラ
ダ
の
ほ
か
、
白
河
高
原
清
流
豚
や
じ

ゃ
が
い
も
な
ど
を
使
っ
た
前
菜
や
パ
ス
タ

な
ど
の
メ
ニ
ュ
―
を
考
案
し
、
両
日
限
定

１
０
５
食
が
無
料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
メ
ニ
ュ
―
は
、
四
季
彩
キ
ッ
チ
ン
Ｄ

ｅ
ｎ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

３
月
20
日
、
コ
ミ
ネ
ス
で
、「
Ｆ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
白
河
版
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』」

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
舞
台
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
傑
作

「
魔
笛
」
を
白
河
版
に
リ
メ
ー
ク
し
た
も

の
で
、
一
部
の
役
者
や
子
役
を
一
般
公
募

し
た
ほ
か
、
合
唱
を
コ
ミ
ネ
ス
混
成
合
唱

団
が
務
め
る
な
ど
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
め
延
べ
１
５
０
人
の
市
民
が
プ
ロ
の

音
楽
家
や
演
奏
家
と
一
緒
に
、
夢
の
舞
台

を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

　
公
演
終
了
後
は
、
会
場
か
ら
歓
声
が
沸

き
起
こ
り
、
出
演
者
や
演
奏
家
に
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、
り
ぶ
ら
ん
（
道
場
小
路
）

で
、「
平
成
28
年
度
体
育
・
文
化
成
績
優
秀

者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
体
育
や
文
化
、

音
楽
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童

・
生
徒
の
代
表
30
人
と
学
校
賞
を
受
賞
し

た
五
箇
小
に
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
都
道
府
県
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出

場
し
た
河か

わ
い合
紅く

る

み

瑠
美
さ
ん
（
白
二
中
３
年
）

が
あ
い
さ
つ
し
、「
次
の
目
標
の
実
現
に
向

か
っ
て
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
な
ど
を
述

べ
ま
し
た
。

初
の
議
場
コ
ン
サ
ー
ト

身
近
で
親
し
み
や
す
い
議
会
へ

「
食
し
て
！
ナ
ッ
ト
ク
」

安
全
安
心
な
食
材
で
イ
タ
リ
ア
ン

白
河
版
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
公
演

～
市
民
参
加
型
の
夢
の
舞
台
～

体
育
・
文
化
成
績
優
秀
者
表
彰
式

児
童
・
生
徒
の
活
躍
を
た
た
え
る

▲使用した地元食材の説明を行う山田シェフ

▲議場で演奏を行う大竹さん（左）と堀内さん（右）▲プロの役者とともに舞台に立つ子どもたち

▲表彰式に出席した受賞者のみなさん

Topicｓ

　
３
月
11
日
、
コ
ミ
ネ
ス
で
、
し
ら
か
わ

音
楽
の
祭
典
事
業
「
第
５
回
震
災
復
興
音

楽
祭
ー
希
望
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
の
市
民
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
合
唱
や

演
舞
な
ど
40
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
、
後
半
の
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
田た

じ
ま嶋
陽よ

う
こ子
さ
ん

が
楽
し
い
ト
ー
ク
と
歌
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
田
嶋
さ
ん
も
加
わ
り
市
民

歌
「
こ
の
ま
ち
が
す
き
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
復
興

支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
の
全
体
合
唱

が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
一
体
と
な
っ
て
復

興
へ
の
願
い
を
歌
に
込
め
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
、
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）
で

神
戸
と
の
連
携
事
業
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ
＆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
祈
り
と
希
望
の
コ
ン
サ

ー
ト
・
ダ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
画
家
の
加か

が
わ川
広ひ

ろ
し
げ重
さ
ん
が
描
い
た
巨
大

水
彩
画
「
飯
舘
村
」
を
背
景
に
、
第
１
部

で
は
歌
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、

第
２
部
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
・
震
災
復
興

と
文
化
・
芸
術
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
文
化
の
力

と
心
の
復
興
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
第
３

部
で
は
、
森も

り
や
ま山
開か

い
じ次
さ
ん
の
迫
力
あ
る
ダ

ン
ス
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
に
詰
め

掛
け
た
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
５
回
震
災
復
興
音
楽
祭
ー
希
望
ー

歌
声
に
願
い
を
込
め
て

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
＆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

祈
り
と
希
望
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
ダ
ン
ス▲迫力のあるダンスを披露する森山さん

▲復興支援ソング「花は咲く」を歌う田嶋さん（中央）と参加者
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小グループまちなか活動
支援事業の応募者

狩猟免許取得費用を助成
します

問本庁舎まちづくり推進課　内2744

問本庁舎農林整備課　内2229

募　集

お知らせ

Ｒｅｃｒｕｉｔ

Ｎｅｗｓ

■募集要件

■狩猟免許試験

■狩猟免許試験初心者講習会 ■下水道課

■市職員採用試験

■企業立地推進室（商工課内）

■文化振興課（文化係）

■環境保全課（環境衛生係・放射
　線対策係）

■生活防災課（防災安全係・地域  
　連携係）

■補助概要

　全国的に狩猟人口の減少や高齢化が進む中、イ
ノシシなどの野生鳥獣が増加していて、農作物等
の被害が増えています。農林作物の保護と生活の
安全を図るため、新たに狩猟免許を取得し捕獲活
動を行う方に対して費用を助成します。

　コミネスの開館やマイタウン白河のリニューア
ルなど中心市街地が変わる中、まちをより良くし
たいと自分たちの手でまちなかの活性化に取り組
む、熱意ある方々に補助金を支給します。

事業名 内容

景観形成事業 通りの美化など景観でまちのイ
メージアップを図る取り組み

商店街魅力創
出事業

商店街やお店ごとの連携、売り
上げ促進等に寄与する取り組み

情報発信事業 まちなかの様々な情報を発信す
る取り組み

交流拠点設置
活用事業

様々な人と交流を図り、まちな
かに賑

に ぎ

わいをもたらす取り組み

⃝対象グループ
　２人以上で構成するグループ（グループ内に、   
　中心市街地に居住している方または不動産を所
　有している方、中心市街地で事業を営んでいる
　方のいずれかが参加している必要があります）
⃝対象区域
　白河市中心市街地活性化基本計画（第２期）で
　定められた区域
⃝補助金額
　上限50万円（ただし補助対象経費該当分に限る）

　狩猟免許は、猟法ごとに、第一種銃猟免許（散
弾銃、ライフル銃）、第二種銃猟免許（空気銃）、
わな猟免許、網猟免許の４種類に分かれています。
狩猟免許試験は、免許の種類ごとに、県で毎年数
回開催しています。
　試験の日程や申込方法などの詳細は、県南地方
振興局県民生活課（☎�1548）にお問い合わせく
ださい。

　補助金の申請方法な
ど、詳しくはお問い合
わせください。

　狩猟免許試験の受験を希望される方を対象に、
狩猟の知識と技能を修得させるための初心者講習
会を実施しています。
　日程や申込方法などの詳細は、（一社）福島県猟
友会（☎024-523-0053）にお問い合わせくださ
い。

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１

【新組織図】

　下水道事業を公営企業会計へ速
やかに移行し、経営管理の向上を
図るため、下水道課を水道部に編
入します。

　平成29年度の募集職種・人数は、行政事務（大学卒、高校卒程度等）・10人程度、保健師・若干名、保
育士および幼稚園教諭・若干名を予定しています。
　試験日程や受験資格などの詳細は、広報しらかわ５月１日号および４月下旬に市ホームページでお知ら
せします。

　安全安心なまちづくりを地域と
連携しながら進めるため、生活防
災課を新設します。

　生活環境課の環境衛生部門と放
射線対策課を統合し、環境施策に
特化した組織として環境保全課を
新設します。

　企業誘致や立地企業に対する支
援等の充実強化を図るため、企業
立地課を企業立地推進室として商
工課に統合します。

　文化交流館「コミネス」の開館
を契機として、市全体で文化芸術
を振興するため、教育委員会に属
していた文化施策を市長部局に移
管し、文化振興課を設置します。

　市民の視点に立ち、簡素で効率的・機能的な組織を構築するため、４月１日付けで、
組織機構を見直しました。その機構改革の要点をお知らせします。

問本庁舎総務課　内2315

⃝対象者（次の条件を全て満たす方）　
　▷市内に住所を有し、申請時に市民税等を滞納
　　していない方
　▷新たに狩猟免許を取得し、福島県猟友会白河
　　支部に所属する方
⃝補助額（狩猟免許取得に係る経費）
　▷狩猟免許試験初心者講習会受講料　4,000円
　▷狩猟免許試験申請手数料（収入証紙購入費）　5,200円
　　（すでに他の狩猟免許を取得している場合は、
　　　3,900円）

組織機構改革

分離・
新設

統合・
新設

新設

統合

編入

⃝対象事業
　平成29年度中に対象区域で実施される取り組み
　で、次のいずれかに当てはまるもの

⃝募集期間
　４月３日㈪～５月31日㈬

※審査を経て、補助対象グループを決定します。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　（「小グループまちなか活動支援事業」で検索）
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マンホールカードを配
布します

ミニストップでのコン
ビニ交付サービス開始

資源ごみの指定ごみ袋が
１種類に統一されました 権

ご ん た く ら や ま

太倉山山開き

　４月から、資源ごみの指定ごみ袋が４種類
（「かん類・金属類」「びん類」「ペットボトル」
「プラスチック類」）から１種類に統一されま
した。新しい資源ごみ袋を使用する際には、
種類ごとに分別し、決められた収集日に出し
てください。また、現行の「資源ごみの指定
ごみ袋（４種類）」が残っている場合は、袋の
種類に関らず分別されていれば、「資源ごみの
指定ごみ袋」として利用できます。
　なお、新たに「紙製容器包装」「衣類
等」が資源ごみに追加されましたの
で分別して収集日に出してください。

◦日　時　４月30日㈰／午前８時受付開始
◦集合場所　聖ケ岩ビジターセンター
◦駐車場　▷第１　聖ケ岩ビジターセンター
　　　　　▷第２　田ノ沢ダム跡地
　　　　　▷第３　大信老人福祉センター駐車場
　※当日は駐車場から無料シャトルバスを運
　　行します。
◦内　容　なすびさん講演会、大信こだま太
　　　　　鼓の演奏、名物「聖

ひじり

ちゃんこ」・杵
き ね

　　　　　つきお餅の無料提供、登山記念バ
　　　　　ッジ（１個500円、先着200人）の
　　　　　販売

　マイナンバーカードまたは住民基本台帳カ
ードをお持ちの方は、全国のセブン・イレブン、
ローソン、サークルKサンクス、ファミリーマ
ートに加え、ミニストップでも各種証明書を
取得できるようになりました。

午前６時30分～午後11時
※年末年始・保守点検日を除く

※戸籍謄抄本については、本籍地が白河市の
　方のみ取得できます。

　全国で人気を集めている
マンホールカードの配布を
開始します。

◀デザインの基
　になった南湖
　にあるカラー
　マンホール蓋コンビニの方

が手数料がお
得だワン！ ⃝配布場所　白河観光物産協会（郭内）

⃝配布開始日　４月３日㈪から　
⃝配布時間　午前９時～午後６時（11月～２月
　　　　　　までは午後５時まで）
　　　　　　※12月29日～１月４日を除く
⃝配布方法　希望者１人につき、１枚の手渡し
　　　　　　（無料）となります。
⃝そ の 他 　事前予約や郵送による受付、配布  
　　　　　　は行いません（配布枚数は2,000
　　　　　　枚の予定です）。

問本庁舎環境保全課　内2165 問本庁舎下水道課　内2236問本庁舎市民課　内2159 問大信庁舎事業課☎㊻3973

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

　竹之丸南面の２か所の石垣修復工事が３月末に
完了し、崩落や変形のため修復が必要な16か所の
うち、７か所の修復が完了しました。
　今年度は引き続き、本丸北面・西面・雪見櫓

やぐら

跡、
帯
お び く る わ

曲輪北面、月見櫓跡の修復作業を行います。
　小峰城跡の災害復旧事業は、平成30年度末の工
事完了を目標にしています。
■石垣修復現場の一般公開
　今年度も、石垣積み上げ作業を
行っている工事現場の一般公開
を予定しています。普段見ること
ができない石垣の裏側の様子を
修復方法などの説明を受けなが
ら見学できます。日時が決まり次第、広報紙や市
ホームページで案内します。ぜひお越しください。

小峰城石垣修復進捗状況

問文化財課☎�2310

お知らせ
Ｎｅｗｓ

お知らせ
Ｎｅｗｓ

イベント
Ｅｖｅｎｔ

お知らせ お知らせ
Ｎｅｗｓ Ｎｅｗｓ

▷両日　ステージイベント、地場産品ＰＲ・販売
※しらかわ桜ウォークの参加者を４月７日㈮まで
　募集します。詳しくはお問い合わせください。
《白河桜まつり／４月８日㈯～ 16日㈰》
■城山公園
　▷ツーリズムガイド白河による観光案内
　　４月８日㈯～ 16日㈰
■翠楽苑（南湖）
　▷翠楽苑さくらまつり
　　４月15日㈯・16日㈰／午前 
　　９時30分～午後４時
■楽翁桜（南湖神社）
　▷開花期間中のライトアップ
　　４月上旬～５月上旬／午後５時～ 10時
■乙姫桜（妙関寺）
　▷乙姫桜売店の開設（地場産品の販売）
　　４月８日㈯～ 16日㈰／午前10時～午後４時
■源清桜（妙徳寺）
■結城桜（関川寺）

問小峰城さくらまつり実行委員会☎㉒1147

白河小峰城さくらまつりイベント
Ｅｖｅｎｔ帯曲輪西面 帯曲輪北面

修復完了 修復中

本丸北面雪見櫓跡

月見櫓跡

本丸西面

三重櫓

前御門
帯曲輪門 本丸南面

清水門

竹之丸南面

※写真は平成23年３月撮影

▲本丸北面修復工事の様子 ▲完了した竹之丸南面石垣

山ツツジも
きれいに咲
いてるよ～

▲楽翁桜（南湖）

◦日　時　４月15日㈯・16日㈰／午前10時～午
　　　　　後４時
◦会　場　城山公園（郭内）
◦内　容　▷15日　しらかわ桜ウォーク／午前９
　　　　　　時～午後１時（小峰城をスタート・
　　　　　　ゴールに、阿武隈川サイクリングロ
　　　　　　ードから谷津田川沿いを通り、関川
　　　　　　寺（結

ゆ う き

城桜）、妙関寺（乙
お と

姫
ひ め

桜）、妙
　　　　　　徳寺（源

げ ん せ い

清桜）など、桜を鑑賞しな
　　　　　　がら全長8.5㎞のコースを歩きます。）
　　　　　▷16日　川越藩火縄銃鉄砲隊保存会甲

か っ

　　　　　　冑
ちゅう

武者行列および姫行列／午後１時
　　　　　　50分から（小峰通り）、川越藩火縄
　　　　　　銃鉄砲隊保存会による火縄銃演武、小
　　　　　　峰城復旧祈願もちまき大会（火縄銃
　　　　　　演武終了後）、野

の だ て

点／午後３時まで

《取得できる証明書と手数料》

《利用可能時間》

《新しい資源ごみ指定袋の販売価格》

証明書名 コンビニ交付手数料 窓口交付手数料
住民票の写し 200円 300円
印鑑登録証明書 200円 300円
所得課税証明書 200円 300円
戸籍謄抄本 450円 450円種　　類 販売価格

大袋　45L　20枚／束 307円（63円の値下げ）
小袋　30L　20枚／束 234円（13円の値下げ）
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～

イ
チ
ゴ
の
食
べ
方

い
ろ
い
ろ
〜

　
な
ん
も
し
な
い
で

そ
の
ま
ん
ま
食
べ
る

１

４

２

練
乳
を
つ
け
る

３

  

牛
乳
と
砂
糖
を
か
け
て

イ
チ
ゴ
を
潰
し
て
食
べ
る

　�

塩
を
つ
け
て

　
食
べ
る

あ
れ
ま
！

甘
み
が
引
き
た
っ
た

あ
れ
ま
！

甘
み
が
引
き
た
っ
た

塩の苺は、近所のばあちゃんから教わった
食べ方で、ハズレ苺の時にお試しあれ

ちょっといいはなし

　２月17日、白河地区交通安全協
会副会長の戸

と ぐ ら

倉富
と み よ し

美さん（旭町）が、
交通栄誉章「緑十字銀章」を受賞
した報告に訪れました。
　永年無事故・無違反で、他の模
範として安全運転の推進に尽力し
たことが評価されたものです。

　２月21日、非営利任意団体
ＫＡＫＥＣＯＭＩ（鴻

こ う の す

巣麻
ま り か

里香代表）
が、パナソニック教育財団の
「子どもたちの“こころを育む
活動”全国大賞」で、奨励賞を
受賞した報告に訪れました。　
　まかないこども食堂「たべま
な」での、子どもたちへの学習
支援等が評価されたものです。

　３月２日、野
の ざ き

崎英
え い じ

治さん（野崎石
材工業）が、「第29回技能グランプ
リ石工職種」で３位に入賞した報
告に訪れました。
　この大会は２年に１度開催され
ていて、合計８時間で課題作品を
仕上げ、加工法などを競うものです。

　３月９日、市消防団（邊
へ ん み

見友
と も お

雄団
長）が、「第69回日本消防協会定例
表彰式」で優良消防団の表彰旗を
受賞した報告に訪れました。
　この表彰旗は、全国で40団に贈
られ、県内では市消防団が唯一の
受賞となります。

交通栄誉章「緑十字銀章」を受賞

ＫＡＫＥＣＯＭＩが「こころを育む活動」奨励賞を受賞

技能グランプリ石工職種で３位に 優良消防団の表彰旗を受賞

輝きの記録

第16回全国小学生ソフト
テニス大会出場

第62回全国私立高等学校女
子ソフトボール選抜大会出場

第13回都道府県対抗全日本中
学生女子ソフトボール大会出場

第31回ごみに関するポス
ター展

（３月29日～31日／千葉県長 
　生郡白子町）

（３月26日～30日／宮崎県宮
　崎市）

（３月26日～28日／東京都三
　鷹市）

しらかわスポーツ少年団の皆さん

星
ほし

　優
ゆ り な

里菜さん（学法石川高２年）

①草
く さ の

野　陽
ひなた

さん（中央中２年）
②山

や ま だ

田あみさん（南中２年）
③樋

ひ ぐ ち

口　凛
りん

さん（南中１年）

Ｓｎａｐｓｈｏｔ
話題を写真で紹介！

しらさか児童クラブ開所式

各中学校卒業式

かたりつぎ～朗読と音楽の集い～

２月20日／白五小

３月13日／五箇中

３月４日／コミネス（会津町）

◆最優秀賞　　　
　森

もりもと

本紗
さ な

梛さん
　（白一小６年）

第 3 1 回  ご み に 関 す る ポ ス タ ー コ ン ク ー ル

最優秀賞　白河市立第一小学校　森　本　紗　梛 さん　　主催：白河市環境美化運動連絡協議会　後援：白河市・白河市教育委員会

① ② ③



【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し翌日は
　　休館（５月９日㈫は休館）
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日　
　※５月10日㈬は休館
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し翌日は
　　休館（５月10日㈬は休館）
《絵で見るお話の会》
　5月６日㈯／午前11時～正午
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日
《図書館で遊ぼう》
　毎日／視聴覚室使用日を除く
　※０歳～７歳対象
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Library information

～新刊の一部を紹介～

小林カツ代伝　私が死んで
もレシピは残る

ロボットの歴史を作ったロ
ボット100

つやつやバンドとクラフト
バンドの雑貨たち

Ｒｅｄ

みてみよう日本のくらし　
マイ・ジャパン

中原一歩

アナ・マトロニック

松田裕美

マイケル・ホール

フィリケ・えつこ

　料理研究家の先がけだった
小林カツ代。その著書とレシ
ピは今でも読み継がれていま
す。波乱の人生をレシピとと
もにふりかえる１冊です。レ
シピ本と一緒にどうぞ。

　映画や漫画に登場する空想
上のロボットから、アシモな
どの現実のロボットまでを紹
介した一冊。ロボット好きの
著者による解説も楽しめます。

　水引の技術から生まれたとい
う「つやつやバンド」。クラフト
バンドより光沢があるため、今ま
でとは違った作風を生み出せま
す。カラフルなクラフトバンドの
作品もたくさんあるので、いろい
ろ試してみてください。

　「レッド」というラベルをつけ
た「あお」のクレヨン。周りの
みんなも自分も「あか」のクレヨ
ンだと思い込んでいますが・・・。
「自分らしさ」を考えさせられ
るお話です。

　日本のくらしに関すること
ばが英語で書かれているので、
自分で英語を勉強するときも、
外国のお友達に日本を紹介す
るときにも役立ちます。

⃝一般図書

り ぶ ら ん
市立図書館

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
剣
客
商
売　
～
春
の
嵐
～
」

▽
日
時　
４
月
19
日
㈬
／
午
後
６
時
～
７

時
35
分

▽
内
容　
「
タ
イ
タ
ン
の
戦
い
」

▽
日
時　
５
月
６
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
20
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー　
バ
ラ
色

の
人
生
」

▽
日
時　
４
月
15
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

　
お
は
な
し
の
小
屋
で
行
っ
て
い
ま
す
。

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
４
月
20
日
㈭
／
午
前
11
時
～
11

時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
春
の
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
５
月
４
日
㈷
／
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
小
学
生
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
４
月
22
日
㈯
、
５
月
13
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
ス
タ
ー
ト
！
～
新
生
活
、

応
援
し
ま
す
～
」

　
新
た
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
す
る
皆
さ
ん
を

応
援
す
る
た
め
に
、
新
生
活
お
役
立
ち
図

書
を
集
め
ま
し
た
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
出

会
え
る
季
節　
あ
た
た
か
い
春
が
や
っ
て

き
た
！
」

　
卒
業
・
入
学
や
、
待
ち
に
待
っ
た
春
の

季
節
に
関
す
る
お
話
を
集
め
ま
し
た
。

⃝

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
子
ど
も
読
書
の
日
に
ち
な
み
、
図
書
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間　
４
月
23
日
㈰
～
５
月
12
日
㈮

▽
場
所　
１
階
こ
ど
も
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク

付
近

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
本
の
配
置
が
変
わ
り
ま
し
た
》

　

本
の
配
置
が
一
部
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
館
内
に
掲
示
し
て
あ
る
案
内

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
地
域
交
流
会
議
室
第
２
四
半
期
受
付
》

▽
申
請
可
能
な
利
用
期
間　
７
月
～
９
月
分

▽
申
請
受
付
日
時　
４
月
６
日
㈭
～
16
日

㈰
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
（
休
館

日
を
除
く
）

※
受
付
は
窓
口
で
の
み
行
い
ま
す
。
重
複

し
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
期
間
内

に
申
請
が
な
か
っ
た
会
議
室
は
、
５
月
４

日
㈷
か
ら
随
時
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

《
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
》

▽
活
動
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
３
月
31
日
㈯

▽
内
容　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
協
力
、
お

は
な
し
会
で
の
読
み
語
り
、
棚
の
整
理
な
ど

▽
申
込
方
法　
り
ぶ
ら
ん
に
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝チケット販売・問い合わせ先　コミネス☎�5300

⃝児童図書

⃝その他のイベント情報・詳細はホームページをご
　覧ください。http://www.cominess.jp

▷日　時　５月27日㈯／午後６時開演
▷会　場　城山公園内　※雨天の場合コミネス大ホール
▷内　容
　１ 現代音楽演奏会／杉

す ぎ や ま

山洋
よ う い ち

一氏が作曲した現代音
　　 楽の世界初演となる演奏会
　２ 提灯行列「しらかわ提灯まつり」
　３ ライティングショー
　４ 薪

たきぎのう

能／火入れ式、仕舞「高砂」、能「石
しゃっきょう

橋」
▷出　演
　演奏会　沢

さ わ い

井一
か ず え

恵（箏
そ う

）、有
あ り ま

馬純
す み ひ さ

寿（電子音響）
　薪　能　梅

う め わ か か い

若会能
の う が く し

楽師観
か ん ぜ り ゅ う

世流：松
ま つ や ま た か お

山隆雄、山
や ま

中
な か が

晶
しょう

▷入場料　S席4,000円、A席3,000円、B席2,500円
　　　　　C席1,500円（野外開催時のみ当日販売）
　　　　　※好評販売中

《「白河スーパー薪能」／平成29年度 文化庁 文化
　芸術創造活用プラットフォーム形成事業》

コミネス５月の自主事業

▷日　時　７月29日㈯／▷昼の部　午後１時開演、
　　　　　▷夜の部　午後５時30分開演
▷場　所　コミネス大ホール
▷出　演　中

な か む ら

村吉
き ち

右
え も ん

衛門、中
な か む ら

村雀
じゃく

右
え も ん

衛門　他
▷入場料　SS席8,000円、S席6,500円、A席5,000円
　　　　　B席2,500円　※全席指定
▷発売日　一般　４月17日㈪／午前９時から、友の
　　　　　会先行　４月10日㈪／午前９時から

《「松竹大歌舞伎」中村芝雀改め五代目中村雀右衛門
　襲名披露公演／平成29年度（公社）全国公立文化
　施設協会主催中央コース》

チケット販売情報
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Facilities information

施 設 情 報

▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　無料
【催し案内】
◇近代コーナー展示　「白棚鉄道開業100年」
◇白河と文化コーナー展示　「新収蔵品展」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　大人320円（250円）／小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
【催し案内】
◇企画展　「桜・さくら」
◦会　期　５月７日㈰まで
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展
　「江戸時代の結城家－結城家のその後ー」
※４月17日㈪・24日㈪、５月１日㈪は臨時開館
　します。

《
白
河
地
域
で
最
古
の
人
名
》

　
白
河
関
跡
に
あ
る
白
河
神
社
に

は
、
全
国
の
神
社
で
も
ま
つ
ら
れ

る
神
の
他
に
、
白
河
ゆ
か
り
の
人

も
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
塩
伊
乃

己
自
直
と
い
う
、
白し

ら
か
わ
の
く
に
の

河
国
造み

や
つ
こに

任
じ
ら
れ
た
人
物
で
す
。
国
造
と

は
、
５
～
６
世
紀
末
、
大
和
朝
廷

に
組
み
込
ま
れ
た
有
力
な
地
方
豪

族
が
任
じ
ら
た
地
方
官
で
す
。
塩

伊
乃
己
自
直
は
現
時
点
で
、
名
の

分
か
る
最
古
の
白
河
地
域
の
人
物

で
す
。

《
奈
良
時
代
の
人
物
》

　

奈
良
時
代
に
は
、
白
河
郡
の

大だ
い
り
ょ
う領
（
郡
の
官
人
の
役
職
の
一
つ
）

で
、
朝
廷
か
ら
阿あ

倍べ

陸む

奥つ
の

臣お
み

の
姓か

ば
ね

を
与
え
ら
れ
た
丈は

せ
つ
か
べ部
子こ

老お
ゆ

や
、
多た

賀が

城じ
ょ
う

（
宮
城
県
多
賀
城
市
）
に
派

遣
さ
れ
た
白
河
軍
団
（
白
河
郡
付

属
の
兵
）
の
兵
士
、
大お

お
う生
部べ

の

乙お
と

虫む
し

な
ど
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

軍
団
の
兵
士
は
、
白
河
郡
の
21
歳

か
ら
60
歳
の
男
子
か
ら
、
家
ご
と

に
一
人
づ
つ
出
す
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
、
乙
虫
は
一
般

の
民
と
み
ら
れ
ま
す
。

白
河
歴
史
人
物
伝
Vol.12

《
平
安
時
代
の
人
物
》

　
嘉か

祥し
ょ
う

元
年
（
８
４
８
）、
奈な

須す
の

直あ
た
い

赤せ
き

龍り
ゅ
う

が
阿
倍
陸
奥
臣
の
姓
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
那
須
郡
の
郡
司

「
那
須
直
」
の
一
族
と
関
係
が
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長ち

ょ
う
げ
ん元
７
年
（
１
０
３
４
）

の
記
録
に
は
、
京
都
に
調ち

ょ
う

や
庸よ

う

と

い
っ
た
、
物
納
す
る
税
を
運
ぶ
任

務
に
あ
た
っ
た
、
白
河
軍
団
の
占う

ら

部べ

安や
す

信の
ぶ

と
い
う
人
の
名
も
残
っ
て

い
ま
す
。

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

白河で活躍するALT（外国
語指導助手）を紹介！

ガーキー・マイケル・リー先生
（アメリカ　ウィスコンシン州）
問本庁舎学校教育課　内2365

▲英会話ヒアリングテストの様子

楽しく英語を学ぼう！

英語で一言！

A
オ ル ウ ェ イ ズ

lways l
ル ッ ク

ook f
フ ォ ア

or a
ア ド ベ ン チ ャ ー

dventure.
（いつも探究心を持ち続けよう）

◇初中級者テニス教室（春季）
◦日　時　４月25日㈫～28日㈮、５月２日㈫　
　　　　　計５回／午後７時～９時
◦場　所　しらさかの森スポーツ公園テニスコ
　　　　　ート（白坂）
◦対　象　高校生・一般男女　各20人
◦参加料　2,000円
◦申込期間　４月11日㈫～18日㈫
◇だれでも楽しめるドッジボール教室
◦日　時　５月11日～６月８日　毎週木曜日　
　　　　　計５回／午後７時～８時
◦場　所　アナビースポーツプラザ（北中川原）
◦対　象　小学生　20人　
◦参加料　1,500円
◦申込期間　４月24日㈪～５月２日㈫
◇跳べ！ジュニアトランポリン教室
◦日　時　５月11日～７月20日　毎週木曜日
　　　　　（６月８日を除く）　計10回／午後
　　　　　７時～８時30分
◦場　所　中央体育館（北中川原）
◦対　象　小学２年生～６年生　30人　
◦参加料　4,000円
◦申込期間　４月24日㈪～５月８日㈪
◇自立心を養おう！ゲートボール教室
◦日　時　５月15日、６月５日・12日、７月３
　　　　　日・24日、８月21日、９月４日・25
　　　　　日　月曜日　計８回／午前９時～11時
◦場　所　中央福祉センター「すぱーく白河」（北中川原）
◦対　象　一般男女　20人　
◦参加料　3,000円
◦申込期間　４月24日㈪～５月８日㈪
◇集中！命中‼弓道教室
◦日にち　５月29日～７月３日　毎週月・木
　　　　　曜日（６月８日を除く）　計10回／
　　　　　▷昼の部午前10時～正午　▷夜の部
　　　　　午後７時～９時
◦場　所　武道館（向新蔵）
◦対　象　高校生以上　昼・夜の部各15人
◦参加料　3,000円
◦申込期間　５月８日㈪～22日㈪
※その他教室はお問い合わせください。
問ＮＰＯ法人白河市体育協会事務局☎�8655

▶関の森公園（旗宿白河内７- ２／☎�2921）
◇端午の節句
◦日　時　５月３日㈷～５日㈷／午前10
　　　　　時～午後３時
◦内　容　こいのぼりの展示、しらかわ語りの
　　　　　会によるお話、物販など

▶総合運動公園（北中川原30 ／☎�8971）
《スポーツ教室》
　参加料を添えて、中央体育館にお申し込みく
ださい（電話受付不可、すべて先着順）。

Hello,fro
m

Around 
the World

ALT通信
います。
　子どもたちとの授業は本当に楽
しいです。子どもたちにもっと英
語を好きになってもらえるよう頑
張っていきます。

　皆さんこんにちは。前回に引き
続きマイケルです。
　私は信夫一小、大屋小、そして
大信中と東中に勤務し、子どもた
ちに英語を教えています。日本の
学校は落ち着いた雰囲気があり、
子どもたちは伸び伸びと勉強して
いて、とてもすばらしいと感じて
います。
　英語の授業では、クイズなどの
ゲームを取り入れて、楽しみなが
ら英語が覚えられるよう工夫して
います。また、少しでも英語に興
味をもってもらえるよう、学校の
掲示板に、〝みんなで まなB

ボ ー ド

oard!〟
というコーナーを作り、子どもた
ちとコミュニケーションを図って

下
しも う さ づ か こ ふ ん

総塚古墳（舟田）
６世紀後半の前方後円墳では
東北地方最大規模をほこり、白
河国造の墓と推測されます。

舟
ふ な だ な か み ち い せ き

田中道遺跡（舟田）
下総塚古墳に葬られた人の次
の世代の白河国造の館跡と推
測されます。

最
古
は
塩し

お

伊い

乃の

己こ

自じ
の

直あ
た
い

　
名
が
知
ら
れ
る

　
　
　
　
古
代
の
人
々

  福
ふ く だ

田利
と し あ き

秋「水仙を挿す」
（白河市歴史民俗資料館蔵）

  谷
たにぶんちょう

文晁筆　桜・紅葉図
（白河集古苑蔵）



募
集

人
事

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
集
合
注
射

市
民
農
園
利
用
者

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生

地
域
づ
く
り
活
性
化
支

援
事
業

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

案
内

体
育
施
設
無
料
開
放

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

三
世
代
同
居
・
近
居
支

援
補
助
金

　
３
月
31
日
付
け
の
退
職
者
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
総
務
部
長　
大
田
原
賢
一
▽
産

業
部
長　
深
谷
政
勝
▽
建
設
部
長

坂
上
義
之
▽
大
信
庁
舎
振
興
事
務

所
長　
金
沢
鶴
一
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
長　
緑
川
一
男
▽

総
務
部
付
理
事
（
白
河
地
方
広
域

市
町
村
圏
整
備
組
合
理
事
兼
事
務

局
長
）
佐
川
庄
司
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
理
事
兼
図
書
館
長　
田
中

伸
哉
▽
監
査
委
員
事
務
局
理
事
兼

事
務
局
長　
加
藤
俊
夫
▽
総
務
部

付
参
事
（
白
河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
参
事
兼
用
水
供
給
課

長
）
斎
藤
仁
▽
市
民
生
活
部
参
事

兼
市
民
課
長　
岡
部
隆
彦
▽
お
も

て
ご
う
保
育
園
長　
緑
川
惠
美
子

▽
観
光
課
長　
金
沢
富
士
子
▽
東

庁
舎
事
業
課
長　
鈴
木
光
一
▽
学

校
教
育
課
長　
高
橋
顕
▽
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
大
信
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長　
小
川
原
昭
美

▽
小
田
川
幼
稚
園
長　
池
田
裕
枝

▽
大
信
幼
稚
園
長　
辺
見
み
ど
り

▽
図
書
館
主
幹
兼
副
館
長
補
佐
兼

係
長　
縄
田
功
二
▽
大
信
庁
舎
事

業
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長　
円
谷

栄
一
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事　

初
歩

◦
申
込
開
始
　
４
月
18
日
㈫
か
ら

＝
共
通
＝

◦
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
受
講
料
　
１
万
１
、
０
０
０
円

◦
定
員
　
各
15
人　
※
先
着
順

◦
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

◦
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
５
１
２

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野

菜
等
の
栽
培
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
農
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
関

の
森
公
園
（
旗
宿
）
の
市
民
農
園

を
貸
し
出
し
ま
す
。

◦
貸
出
区
画
数
　
10
区
画
（
１
区

画
約
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

◦
貸
付
期
間
　
４
月
～
平
成
30
年

３
月
（
更
新
手
続
き
に
よ
り
継
続

利
用
可
能
）

◦
利
用
料
　
年
額
６
、
０
０
０
円

◦
申
込
方
法　
本
庁
舎
農
政
課
に

あ
る
指
定
の
書
類
に
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順

で
受
け
付
け
ま
す
。

で
す
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
２　
大
信
☎
�
２

１
１
３　
東
☎
�
２
１
１
２

　

５
月
５
日
㈷
こ
ど
も
の
日
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
と
し

て
、
次
の
体
育
施
設
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。
開
放
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

◦
無
料
開
放
施
設　
し
ら
か
わ
カ

タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
市
総

合
運
動
公
園
）
陸
上
競
技
場
・
中

央
体
育
館
・
国
体
記
念
体
育
館
／

し
ら
さ
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／
表
郷
総
合
運
動
公

園
表
郷
体
育
館
／
大
信
総
合
運
動

公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
東こ

ち風
の
台
運
動

公
園
東
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

／
各
市
民
体
育
館

問
本
庁
舎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
内

２
３
８
５
／
市
総
合
運
動
公
園
☎

�
８
９
７
１
／
し
ら
さ
か
の
森
ス

ポ
ー
ツ
公
園
☎
�
２
３
２
２
／
表

郷
総
合
運
動
公
園
☎
�
４
６
１
３

／
大
信
総
合
運
動
公
園
☎
�
２
２

８
４
／
東
風
の
台
運
動
公
園
☎
�

３
６
４
４

《
一
般
幹
部
候
補
生
》

◦
一
次
試
験
日
　
５
月
13
日
㈯
・

14
日
㈰　

◦
応
募
資
格
　
▽
大
卒
程
度
試
験

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者　
①
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
者　
②
院
卒

者
は
28
歳
未
満
の
者

◦
申
込
期
限　
５
月
５
日
㈷
ま
で

※
受
験
方
法
、
制
度
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
�
０
３
７
２

　
市
で
は
、
子
世
帯
と
親
世
帯
が

新
た
に
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
た

め
に
、
持
家
を
取
得
ま
た
は
増
改

築
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間　
５
月
15
日
㈪
～
平

成
30
年
２
月
28
日
㈬

◦
補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
ま
た
は
基
本
額
と
加
算

額
の
合
計
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

▽
住
宅
取
得
補
助
金　
最
大
１
０

０
万
円　
▽
増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金　
最
大
50
万
円　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
４

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
登
録
し
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
飼

い
主
の
方
に
は
、
事
前
に
会
場
の

案
内
と
狂
犬
病
予
防
注
射
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
裏
面
が
問
診
票

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
射
を

受
け
る
際
に
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
実
施
日　
▽
白
河
地
域　
４
月

22
日
㈯
～
27
日
㈭　
▽
表
郷
地
域

５
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮　
▽
大
信

地
域　
５
月
18
日
㈭
・
19
日
㈮　

▽
東
地
域　
５
月
15
日
㈪
・
16
日

㈫　
※
会
場
ご
と
の
時
間
な
ど
は
、

回
覧
文
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
費
用　
３
、
２
０
０
円
（
▽
注

射
料　
２
、
６
５
０
円　
▽
注
射

済
票　
５
５
０
円
）　

※
犬
の
登
録
を
行
う
場
合
は
、
登

録
料
３
、
０
０
０
円
が
別
途
必
要

※
対
象
者
や
住
宅
等
に
要
件
が
あ

り
ま
す
。
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
補
助
を
希
望
の
方
は
、
必
ず

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２
６

５
　
手
話
の
基
礎
知
識
や
日
常
会
話

に
必
要
な
表
現
方
法
を
学
ぶ
講
座

で
、
手
話
奉
仕
員
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
今
年

度
か
ら
「
入
門
課
程
」
と
「
基
礎

課
程
」
の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
択
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、「
基
礎
課
程
」

は
こ
れ
ま
で
に
「
入
門
課
程
」
を

受
講
済
み
で
、
手
話
で
日
常
会
話

が
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

◦
日
時
　
５
月
16
日
㈫
～
10
月
10

日
㈫
／
▽
毎
週
火
曜
日　
午
後
７

時
～
９
時　
※
各
講
座
は
日
程
が

異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
受
講
料
　
無
料

◦
定
員
　
各
20
人
程
度

◦
申
込
期
限
　
４
月
28
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

室
井
博
人
▽
同
課
指
導
主
事　
山

田
淳
市
▽
市
民
課
主
任
主
査　
齊

藤
礼
子
▽
東
庁
舎
事
業
課
主
任
主

査　
長
谷
川
清
▽
表
郷
小
学
校
主

任
調
理
員　
大
川
原
順
子
▽
総
務

課
主
事　
佐
々
木
麻
乃
▽
お
も
て

ご
う
保
育
園
保
育
技
師　
星
美
幸

《
昼
間
入
門
》

◦
日
時
　
４
月
17
日
㈪
～
５
月
15

日
㈪
（
５
月
１
日
㈪
・
３
日
㈷
・

５
日
㈷
を
除
く
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
）
／
午
前
９
時
～
正
午

◦
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
入
門

◦
申
込
開
始
　
４
月
３
日
㈪
か
ら

《
夜
間
基
礎
》

◦
日
時
　
５
月
８
日
㈪
～
６
月
９

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

◦
内
容
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
礎

◦
申
込
開
始
　
４
月
７
日
㈮
か
ら

《
昼
間
初
級
》

◦
日
時
　
５
月
17
日
㈬
～
６
月
７

日
㈬
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

◦
内
容
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
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問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
３

　
市
で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
市
民
の
自
発
的
な
取
り
組
み

で
、
独
自
性
の
あ
る
事
業
に
対
し

て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

◦
補
助
率　
３
分
の
２
以
内

◦
限
度
額　
50
万
円
以
内

◦
申
込
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５

月
31
日
㈬

問
本
庁
舎
生
活
防
災
課　
内
２
１

６
２

　
２
回
の
講
座
を
受
講
後
、
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◦
日
時
　
５
月
18
日
㈭
・
25
日
㈭

／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◦
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

◦
講
師
　
会
津
大
学
短
期
大
学
部

講
師　
木き

む
ら村

淳じ
ゅ
ん
や也

氏

◦
定
員
　
15
人　
※
先
着
順

◦
受
講
料
　
無
料

◦
申
込
期
限　
５
月
８
日
㈪
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
１
１
５
９

くらしの情報館

パ
ソ
コ
ン
教
室
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くらしの情報館

ま
ち
か
ど

案
内

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
活

動
交
通
費
補
助

公
立
中
学
校
夜
間
学
級

の
設
置
に
関
す
る
調
査

循
環
型
社
会
の
実
現
に

向
け
て

ラ
ン
プ
マ
ル
シ
ェ

認
知
症
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

ー
ム「
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ
」

検
察
審
査
会
制
度
を
ご

存
知
で
す
か
？

市
民
天
体
観
望
会

立
教
志
塾
定
例
研
修
会

第
４
回
天
狗
の
花
ま
つ
り

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
ホ
ピ
の
予
言
」
映
画
上

映
会
＆
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

志
村
泉
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

ア
リ
ス
の
奇
跡
～
演
奏
と
お
話
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
」
一
般
公
開

国
民
年
金
保
険
料

稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
へ

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会

防
止
～
事
故
に
あ
わ
な
い
、
お
こ

さ
な
い
～
」

《
運
動
の
重
点
》

①
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

《
福
島
県
重
点
》　

交
通
死
亡
事
故
の
抑
止

問
本
庁
舎
生
活
防
災
課　
内
２
１

６
７

　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
就
職

促
進
お
よ
び
市
内
企
業
の
人
材
不

足
解
消
の
た
め
、
就
職
活
動
に
要

し
た
交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◦
対
象
者　
市
内
企
業
に
対
し
て

の
就
職
活
動
を
県
内
で
行
う
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

◦
補
助
金
額　
居
住
地
か
ら
就
職

活
動
を
行
っ
た
場
所
ま
で
の
交
通

費
（
上
限
１
万
円
、
１
人
に
つ
き

２
回
ま
で
）

◦
申
請
方
法　
就
職
活
動
後
、
30

日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　　
市
で
は
、
安
全
な
お
米
を
生
産

で
き
る
よ
う
、
放
射
性
物
質
の
吸

収
抑
制
に
効
果
が
あ
る
塩
化
カ
リ

肥
料
を
お
配
り
し
ま
す
。

　
通
常
の
基
肥
施
肥
と
は
別
に
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
10
㎏
を
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
４

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
戦
中
戦

後
の
混
乱
で
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
人
、
不
登
校
や
家
庭
の

事
情
で
授
業
を
十
分
に
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
を
対
象
に
、
公
立
中

学
校
夜
間
学
級
の
設
置
を
検
討
す

る
上
で
、
需
要
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
を
把
握
す
る
調
査
を
行
い

ま
す
。
夜
間
学
級
の
設
置
を
要
望

す
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
１
／
県
南
教
育
事
務
所
☎
�
１

６
６
５

《
３
Ｒ
活
動
の
推
進
》

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
商
工
課　
内
２
２
４
７

◦
日
時　
４
月
20
日
㈭
／
午
後
１

時
～
３
時

◦
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

◦
内
容　
義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

◦
担
当
医
師　
白
河
厚
生
総
合
病

院
副
院
長
兼
整
形
外
科
部
長　
鈴す

ず

木き

幹み
き
お夫

氏

⃝

持
参
品　
身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

⃝

申
込
期
限　
４
月
17
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
５

　
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う
、
ま

た
は
、
窃
盗
、
詐
欺
、
傷
害
な
ど

の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
、

そ
の
犯
人
と
目
さ
れ
る
者
（
被
疑

者
）
が
処
罰
さ
れ
る
た
め
に
は
、

検
察
官
が
裁
判
所
に
被
疑
者
の
処

罰
を
求
め
る
こ
と
（
起
訴
）
が
必

要
で
す
。

　
被
疑
者
を
起
訴
す
る
か
し
な
い

か
は
、
す
べ
て
検
察
官
の
判
断
に

任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
察

官
は
ミ
ス
の
な
い
よ
う
慎
重
に
判

断
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
万
が
一
、

判
断
を
誤
り
、
処
罰
す
べ
き
人
を

不
起
訴
に
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
る
こ

と
も
で
き
ず
、
検
察
官
の
誤
り
を

是
正
す
る
手
段
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
検
察
官
が
不
起
訴
に

し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
判
断
し
、
国
民
の
声

を
検
察
官
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
、

適
正
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
の
が

検
察
審
査
会
制
度
で
す
。

　
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、
申

立
て
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
所
☎
０

２
４
︲
９
３
２
︲
５
６
５
６

　
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１

万
６
、
４
９
０
円
で
す
。
日
本
年

金
機
構
か
ら
４
月
中
に
送
ら
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ま
た
は
、
事
前
申
込
に
よ
る
口
座

　
家
庭
や
職
場
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
身
近
に
実
践
で
き
る
３
Ｒ
活

動
（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
減
量
、
リ
ユ

ー
ス
＝
再
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
＝

再
資
源
化
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
３
Ｓ
広
場
（Shirakawa Second 

Shop

）》

　
限
り
あ
る
資
源
の
節
約
、
不
用

品
再
生
利
用
の
た
め
、
３
Ｓ
広
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
３
Ｓ
広
場

で
は
、
一
般
家
庭
に
あ
る
再
利
用

可
能
な
不
用
品
情
報
を
環
境
保
全

課
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
希
望
す

る
家
庭
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

登
録
期
間
は
３
か
月
で
、
登
録
料

・
紹
介
料
は
無
料
で
す
。
そ
の
他
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
２　
大
信
☎
�
２

１
１
３　
東
☎
�
２
１
１
２

　
東
北
有
数
の
規
模
で
群
生
す
る

カ
タ
ク
リ
の
花
（
１
０
０
万
株
）

な
ど
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

◦
期
間　
４
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰

◦
会
場　
天
狗
山
「
天
狗
の
森
」

（
表
郷
番
沢
）

問
同
実
行
委
員
会　
穂ほ

づ
み積

☎
０
９

０
︲
７
９
３
１
︲
０
２
９
０

◦
日
時　
４
月
９
日
㈰
／
午
前
10

時
30
分
～
午
後
４
時

◦
会
場　
南
湖
公
園
内
（
ラ
ン
プ

カ
フ
ェ
・
藤
田
記
念
館
付
近
）

◦
内
容　
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

の
ほ
か
、
県
内
外
か
ら
飲
食
店
や

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
、
占
い
な
ど

20
店
舗
が
集
ま
り
ま
す
。

◦
入
場
料　
無
料

問
同
実
行
委
員
会
（
魔
法
の
ラ
ン

プ
内
）
☎
�
０
７
２
７

◦
日
時
　
４
月
９
日
㈰
／
午
後
７

時
～
８
時
30
分　
※
曇
り
や
雨
の

場
合
は
中
止

◦
会
場　
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広

場
駐
車
場
（
駅
交
番
西
側
）

◦
内
容
　
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
、
火

星
・
木
星
、
星
雲
・
星
団
の
観
察

◦
参
加
料
　
無
料

問
白
河
天
文
同
好
会　
小お

ぐ
ら椋
☎
０

９
０
︲
６
７
８
５
︲
２
５
０
３

《
オ
ペ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
》

◦
日
時　
４
月
16
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時

◦
会
場　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

◦
入
場
料　
無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

◦
日
時　
４
月
25
日
㈫
／
午
後
６

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
内
容
　
▽
講
演
「
戊
辰
１
５
０

年
」　
▽
講
師
　
植う

え
む
ら村

美よ
し
ひ
ろ洋

氏

◦
入
場
料　
5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

◦
日
時　
４
月
16
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら

◦
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室

　
４
月
よ
り
場
所
を
マ
イ
タ
ウ
ン

白
河
へ
移
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
、
地
域
の
方
が
集
う
場

で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
毎
月
第
１・
３
木
曜
日

／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

※
５
月
４
日
㈷
、
１
月
４
日
㈭
は

お
休
み
で
す
。

◦
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
地
下

１
階
会
議
室
（
本
町
）

◦
料
金　
▽
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ
セ

ッ
ト
（
飲
み
物
と
お
菓
子
）
２
０

０
円　
▽
飲
み
物
　
１
０
０
円

問
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
�
８
８
８
９　

　
◦
期
間
　
４
月
６
日
㈭
～
15
日
㈯

《
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

「
お
と
も
だ
ち　
む
こ
う
に
い
て

も　
み
ぎ
ひ
だ
り
」

《
運
動
の
基
本
》
　

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
が
未
納
の
場
合
、
将
来

の
年
金
額
が
少
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
障
が
い
年
金
・
遺
族
年
金

な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
毎
月
の
納
期
限
（
翌
月

末
日
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
前
納
に
よ
る
割
引
制
度

や
、
納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
（
学

生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
）
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
学
生
納
付
特
例
制
度
》

　
大
学
（
大
学
院
）
・
短
大
・
専

門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以

上
の
学
生
で
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
申
請
は
、
毎
年
度
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
す
で

に
承
認
を
受
け
て
い
る
方
で
、
平

成
29
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
予

定
の
方
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る
は
が
き
で
申
請
し
、
更

新
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
に
必
要
な
も
の

①
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

明
書
の
原
本　
②
印
鑑
（
本
人
以

外
が
申
請
す
る
場
合
）

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
４
／
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４

１
６
１

◦
ゲ
ス
ト
　
辰た

つ
み巳

玲れ
い
こ子

氏
（「
ホ

ピ
の
予
言
」
を
作
成
し
た
宮み

や
た田

雪さ
と
し

監
督
の
妻
）、
小お

は
ら
だ

原
田
泰や

す
ひ
さ久

氏
（
作

家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

◦
定
員
　
１
０
０
人　
※
先
着
順

◦
参
加
費　
２
、
5
０
０
円

問
Ｍ
Ａ
Ｃ
・
新
白
河
整
体
ク
リ
ニ

ッ
ク
☎
０
９
０
︲
１
４
９
５
︲
０

６
７
２
／
FAX
�
５
５
４
１
／
Ｅ
メ

ー
ルm

-m
ac@

biscuit.ocn.ne.jp

◦
日
時　
４
月
22
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ

ー
（
白
坂
）

◦
入
場
料　
１
、
０
０
０
円

問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
平
和
博
物
館
☎
�
２
１
０

８◦
公
開
日
時　
５
月
３
日
㈷
～
７

日
㈰
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
入
場
料
　
無
料

※
山
下
り
ん
の
作
品
な
ど
、
県
指

定
重
要
文
化
財
の
イ
コ
ン
（
聖
人

な
ど
の
画
像
）
が
見
学
で
き
ま
す
。

問
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
☎
�

４
５
４
３



　次のような症状が出たら医師に相
談をしてください。

　全国の協賛店で様々なサービスが受けられる
新しいファミたんカードを保育園、幼稚園、学校
などを通してお子さんに配布しています。お子さ
んが保育園等に所属していない、３月末までに受
け取れなかった、カードをなくしてしまった方
は、こども支援課または各庁舎地域振興課でお申
し込みください。
◦対　象　０歳から18歳未満（18歳に達して最
　　　　　初の３月31日を迎えるまで）
◦配布枚数　対象者１人につき１枚

25 24

Child rearing informationHealth information

子育て情報保健情報

月休日救急医療当番医月のいきいき健康チャレンジ相談会
歯　科 医 療 機 関 名 住　所 電話番号
３日㈷ まるやま歯科医院 関 辺 �9146
４日㈷ 水 野 谷 歯 科 医 院 中島村滑津 �3933
５日㈷ 三 森 歯 科 医 院 愛 宕 町 �2401
７日㈰ 本 柳 歯 科 医 院 泉崎村八丸 �5030
14日㈰ 山 本 歯 科 医 院 昭 和 町 �2888
21日㈰ よしなり歯科医院 天 神 町 �3020
28日㈰ 内藤歯科クリニック 久 田 野 �7252

小児科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
３日㈷ 白河厚生総合病院 豊　　地 �2211
４日㈷ 白河厚生総合病院 豊　　地 �2211
５日㈷ 白河厚生総合病院 豊　　地 �2211
７日㈰ みうら小児クリニック 白 坂 �1001
14日㈰ わたなべ子どもクリニック 老 久 保 �2166
21日㈰ ねもとキッズクリニック 立 石 山 �5623
28日㈰ 樋口小児クリニック 矢吹町大久保 �2040

内科・外科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
３日㈷ 会 田 病 院 矢吹町本町 �2121
４日㈷ 会 田 病 院 矢吹町本町 �2121
５日㈷ 会 田 病 院 矢吹町本町 �2121
７日㈰ 渡 部 医 院 矢吹町文京町 �4111
14日㈰ き く ち 診 療 所 中島村滑津 �8672
21日㈰ 白河市表郷クリニック 表郷金山 �2316
28日㈰ 田 口 医 院 郭　　内 �1111

５

■新しい子育て応援パスポート（ファミ
　たんカード）を配布しています

■妊産婦健康診査を必ず受けましょう

■子宮頸がん・骨粗鬆症検診（集団検診）

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

実施日 開始時間 会場等　
９日㈫ 13:30～ アナビースポーツプラザ

（対象：74歳以下）
10日㈬ ９:45～ 東保健センター

15日㈪ ９:30～ 中央保健センター
（対象：65歳以上）

17日㈬ ９:45～ 大信保健センター
19日㈮ ９:45～ 表郷保健センター

問本庁舎こども支援課　内2716

■いきいき健康チャレンジ白河事業
　《ダイエットにチャレンジ》
　３か月で３㎏の減量に挑戦しましょう。
◦対象者　18歳～74歳でBMI24以上の方
◦申込期限　11月30日㈭まで
◦申込先　健康増進課☎�2114
【健康マイレージ対象　500ポイント】

【健康マイレージ対象　300ポイント】

　妊娠が分かったら早めにこども
支援課または各庁舎地域振興課で
妊娠届けの手続きをしてください。
　妊娠届けをすると母子健康手帳
と妊産婦一般健康診査受診票が交
付され、この受診票を医療機関の

《妊産婦健康診査って何をするの？》

《気をつけたい症状》

むくみ、がんこな便秘、性器出血、普段と
違うおりもの、腹痛、強い頭痛、発熱、つわ
りで衰弱がひどい、下痢、イライラ、めまい、
動
ど う き

悸が激しい、吐き気・おう吐、今まであっ
た胎動を感じなくなる、強い不安感

《妊産婦健康診査受診票の内容が変わります》
　４月１日から妊娠35週目と36週目に受診する
妊産婦健康診査の健診項目が変わり
ます。対象となる妊婦さんには、新
しい受診票を送付しましたが、まだ
受け取っていない方は、こども支援
課までお問い合わせください。

問本庁舎こども支援課　内2734

　子宮頸
けい

がんは、20歳から30歳代までの若い世
代に急増し、生命の危険性だけでなく、妊娠や出
産の可能性をも奪ってしまう人生に大きな影響
を及ぼす病気です。予防と早期発見のため、検診
を定期的に受診しましょう。
　また、骨

こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

は、骨に含まれるカルシウム
が減り、骨がもろくなる病気です。検診で骨密度
を確認し予防に努めましょう。
《対象者》
　３月31日までに次の該当年齢に到達する方
　▷子宮頸がん検診
　　20歳以上の女性で昨年度集団・
　　個別検診を受診していない方
　▷骨粗鬆症検診
　　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
　　65歳・70歳の女性
《申込方法》
　過去３年間に子宮頸がん検診を受診した方と骨
粗鬆症検診該当年齢の方には受診録を送付しま
す。初めて受診を希望される方は、健康増進課ま
たは各庁舎地域振興課までお申し込みください。
《東地域》
◦検診日・受付時間
　５月８日㈪／午前９時～10時
　５月18日㈭／午後１時～２時
◦会　場　東保健センター（東上野出島）
《大信地域》
◦検診日・受付時間
　５月８日㈪／午後１時～２時
　５月９日㈫／午前９時～10時
◦会　場　大信保健センター（大信町屋）
《表郷地域》
◦検診日・受付時間
　５月９日㈫／午後１時～２時
　５月18日㈭／午前９時～10時
◦会　場　表郷保健センター（表郷金山）
【健康マイレージ対象　200ポイント】

　妊娠中は、普段より一層健康に気をつけなけれ
ばなりません。妊娠初期は少
なくとも毎月１回、妊娠24
週以降には２回以上、さら
に妊娠36週以降は毎週１回、
医療機関などで健康診査を受
けましょう。

《妊娠届けを忘れずに》

《妊産婦健康診査を受けましょう》

　妊婦さんの健康状態や、お腹の赤ちゃんの育ち
具合を診るため、身体測定や血液・血圧・尿など
の検査をします。特に、貧血、妊娠高血圧症候群、
妊娠糖尿病などの病気は、お腹の赤ちゃんの発育
に影響し、母体の健康を損なうことがあります。
妊婦健診を受けることで、病気などに早く気づき
対応することができます。

窓口に提出することで公費負担（無料）で健康診
査を受けることができます。

■高齢者肺炎球菌ワクチン接種
　今年度、高齢者肺炎球菌ワクチン無料接種の対
象となる方に、接種券をお送りしています。接種
期間内に早めに受けるようにしてください。
　なお、接種券が届いても、過去に肺炎球菌ワク
チン接種を受けたことがある方は対象外となり
ます。
◦接種期限　平成30年３月31日㈯まで
◦持参物　接種券、保険証
◦接種方法　かかりつけ医等に予約の
　　　　　うえ接種してください。

■心の健康相談
　眠れない、イライラする、生きていくのがつら
いなど心の悩みをお持ちの方や、ひきこもりの本
人や家族を対象に、専門の医師による個別相談を
開催します。
◦日　時　５月16日㈫／午後０時45分～１時
　　　　　15分　※要予約
◦会　場　南湖こころのクリニック（関辺）
◦申込先　健康増進課☎�2114

５



種　類 開設日 時 間 会 場 ・ 問 い 合 わ せ 先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

 10日㈬
24日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00

◦消費生活センター（本庁舎地下）
問消費生活センター☎�1133 多重債務、離婚・相

続問題などの法的な
トラブル、被災者の
抱える二重ローン問
題の相談など

 16日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦大信農村環境改善センター
問大信庁舎地域振興課☎㊻2111

 17日㈬ 10：00 〜 12：00 ◦消費生活センター（本庁舎地下）
問消費生活センター☎�1133 31日㈬ 13：00 〜 16：00

市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活防災課（１階）

問本庁舎生活防災課内専用電話☎�1717
市行政等に関する相
談

心配ごと相談 ９日㈫
23日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関する
ことなど

障がい者相談会
（要予約） 23日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第１会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

心の健康相談
（要予約） 17日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこも
りなどに関すること

認知症の人と家
族の会 28日㈰ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ
等に関する相談

月の無料相談５
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《３月１日現在の人口》
▷人口　61,578人（－96）
　男　　30,529人
　女　　31,049人
▷世帯　23,334世帯（－27）
※（　）内は前月比

《５月の日曜窓口》（本庁舎）
▷日時　７日㈰・14日㈰・21日㈰・28日㈰
　　　　午前８時30分～正午
《納期限》５月１日㈪　
◇固定資産税（全期前納・第１期）

《善意の窓》
<愛の基金>
♥６万円　白河ライオンズクラブ・白河小峰ライオンズ
　クラブ・白河高原ライオンズクラブ　様
♥５千円　金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
♥５千円　匿名　様
<ふるさと納税>
♥３万円　東　正己　様（千葉県柏市）
♥３万円　戸井田和彦　様（千葉県浦安市）
<スポーツ振興基金>
♥５万円　穂積忠芳　様（表郷金山）
<小峰城城郭復元基金>
♥200万円　㈱中商　代表取締役　中上　剛　様
<コミネスの振興のため>
♥３万円　県歌謡協会県南支部　様
<学校給食への提供>
♥小松菜　江戸川区学校給食友の会　代表　小原英行　様
<仮設住宅等支援者>
♥日本カイロプラクターズ協会　様

　
菜
の
花
か
ら
油
が
取
れ
る
。
菜
の
花
畑
の
広

が
り
は
、
油
菜
が
多
く
植
え
ら
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
鑑
賞
用
と
し
て
で
は
な
い
。
需
要
が

あ
り
売
れ
る
か
ら
。
八
代
将
軍
吉
宗
は
、
揺
ら

ぎ
始
め
た
米
経
済
を
建
て
直
す
享
保
の
改
革
を

行
う
。
し
か
し
時
代
の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
。

開
田
や
農
機
具
の
改
良
に
よ
り
生
産
力
が
増
す
。

生
活
レ
ベ
ル
が
上
が
る
。
家
族
の
団
ら
ん
、
居

酒
屋
で
の
息
抜
き
、
読
書
を
楽
し
む
。
そ
れ
に

は
行あ

ん
ど
ん灯
が
い
る
。
油
が
必
要
に
な
る
。

　

人
力
に
頼
る
や
り
方
で
は
量
が
取
れ
な
い
。

必
要
は
発
明
の
母
。
水
力
を
使
う
こ
と
に
目
を

つ
け
る
。
川
の
流
れ
の
速
い
と
こ
ろ
に
水
車
を

つ
く
り
、
種
搾
り
の
機
具
を
取
り
付
け
る
。
機

械
化
に
よ
り
、
驚
く
ほ
ど
大
量
の
油
が
取
れ
る
。

値
段
は
安
く
な
り
、
さ
ら
に
需
要
は
増
す
。
一

種
の
産
業
革
命
と
い
え
る
。

　
各
藩
も
、
産
業
の
振
興
と
財
政
安
定
化
の
た

め
、
桑
・
漆
・
綿
花
・
藍
・
紅
花
な
ど
、
商
品

作
物
の
栽
培
を
奨
励
し
た
。
農
家
の
懐
に
お
金

が
入
る
。
相
場
が
で
き
、
価
格
が
上
り
下
が
り

す
る
。
じ
わ
じ
わ
と
商
品
と
貨
幣
経
済
が
浸
透

し
て
い
く
。
表
向
き
は
武
士
、
実
態
は
商
人
が

実
権
を
握
る
世
の
中
へ
変
わ
る
。

　
こ
の
動
き
を
冷
静
に
見
つ
め
、
農
業
中
心
か

ら
、
商
業
や
流
通
重
視
の
政
策
へ
転
換
し
よ
う

と
し
た
の
が
、
田た

ぬ
ま沼
意お

き
つ
ぐ次
だ
っ
た
。
こ
の
時
代

に
、
資
本
主
義
的
な
経
済
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
。
西
洋
画
の
よ
う
に
壮
大
な
叙
景
の
句

は
、
経
済
の
大
変
動
を
告
げ
て
い
た
。

　
４
月
を
迎
え
た
。
入
学
や
入
社
、
転
勤
に
異

動
。
期
待
と
不
安
が
ま
じ
っ
た
特
別
な
月
だ
。

可
憐
な
梅
が
、
あ
ち
こ
ち
で
控
え
め
に
咲
い
て

い
る
。
も
う
す
ぐ
、
あ
た
り
一
面
、
爛
漫
の
桜

に
お
お
わ
れ
る
。
花
と
い
え
ば
梅
と
桜
。
だ
が
、

鮮
や
か
な
色
で
、
食
用
と
し
て
も
人
気
の
花
が

あ
る
。
菜
の
花
で
あ
る
。

「
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
」。
言
わ
ず

と
知
れ
た
蕪
村
の
句
。
六
甲
山
を
訪
れ
た
と
き

の
作
だ
と
い
う
。
日
暮
れ
時
。
茜
色
に
染
ま
る

太
陽
が
西
に
隠
れ
よ
う
と
し
、
静
か
に
月
が
東

か
ら
上
る
。
お
日
様
と
お
月
様
に
挟
ま
れ
、
一

面
に
黄
色
い
菜
の
花
畑
が
広
が
る
。
映
像
や
絵

画
の
よ
う
な
三さ

ん
ぷ
く
つ
い

幅
対
。
穏
や
か
に
暮
れ
ゆ
く
春

の
色
と
香
り
が
、
湧
き
立
っ
て
く
る
。
雄
大
な

光
景
と
ロ
マ
ン
に
魅
了
さ
れ
る
。

　

蕪
村
は
文
人
画
、
俳
画
を
自
在
に
こ
な
し
、

書
も
う
ま
い
。
そ
し
て
叙
情
、
叙
景
、
郷
愁
の

詩
人
だ
。
こ
の
マ
ル
チ
な
芸
術
家
は
、
の
び
や

か
な
海
辺
の
風
景
が
好
き
。「
春
の
海
ひ
ね
も
す

の
た
り
の
た
り
か
な
」。
ま
た
、
夕
日
に
映
え
、

海
辺
に
広
が
る
菜
の
花
が
好
き
。「
菜
の
花
や
昼

ひ
と
し
き
り
海
の
音
」。「
菜
の
花
や
鯨
も
寄
ら

ず
海
暮く

れ

ぬ
」。
蕪
村
の
生
き
た
江
戸
中
期
、
菜

の
花
畑
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
商
品
が
出
ま
わ
る
に
は
流
通
が
大
事
。
と
り

わ
け
、
膨
張
す
る
江
戸
へ
、
安
全
か
つ
大
量
に

物
資
を
届
け
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。
五
街

道
が
整
備
さ
れ
、
宿
屋
・
飛
脚
・
問
屋
も
整
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
現
金
に
代
わ
り
、
手
形
や
小

切
手
で
決
済
す
る
為か

わ
せ替
や
、
金
・
銀
・
銅
の
通

貨
交
換
を
円
滑
に
す
る
両
替
制
度
が
確
立
さ
れ

た
。
何
よ
り
も
流
通
の
大
爆
発
を
支
え
た
の
は
、

海
上
交
通
だ
っ
た
。

　

江
戸
初
期
に
、
下
関
か
ら
瀬
戸
内
を
抜
け
、

大
坂
を
経
て
江
戸
へ
通
ず
る
西
回
り
航
路
が
で

き
た
。
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
津
軽
か
ら
仙
台

を
経
て
、
江
戸
に
至
る
東
回
り
航
路
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
本
土
と
蝦え

ぞ夷
を
結
ぶ
北
前
船
が
周
航

す
る
。
日
本
列
島
を
囲
む
よ
う
に
、
物
と
情
報

と
文
化
を
運
ぶ
、
海
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
で
き
あ

が
っ
た
。

　

司
馬
遼
太
郎
の
代
表
作
「
菜
の
花
の
沖
」。

主
役
は
、
高た

か

た

や

田
屋
嘉か

へ

い

兵
衛
。
淡
路
島
に
生
ま
れ
、

蕪
村
よ
り
少
し
後
の
時
代
に
活
躍
し
た
商
人
。

北
前
船
と
蝦
夷
を
舞
台
に
、
度
胸
と
英
知
と
人

格
で
、
歴
史
に
名
を
残
し
た
。
海
の
向
こ
う
は

神
戸
、
西
宮
。
六
甲
山
か
ら
流
れ
出
る
水
で
油

が
搾
ら
れ
る
。
日
当
た
り
の
い
い
島
が
、
黄
色

に
染
ま
る
の
に
さ
ほ
ど
の
時
は
要
し
な
い
。
菜

の
花
越
し
に
白
帆
の
船
が
出
入
り
す
る
。

　
菜
の
花
の
快
活
さ
と
そ
れ
が
生
み
出
す
利
益

が
、
嘉
兵
衛
を
海
に
押
し
出
す
。
菜
の
花
は
近

代
の
扉
を
押
し
開
け
た
。
明
治
と
い
う
時
代
へ

の
準
備
は
と
う
に
で
き
て
い
た
。
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市長の手控え帖

《市営住宅の募集》
市営住宅の募集は、
毎月15日に発表し
ています。詳しくは、
市ホームペ
ージをご覧
ください。 （♥１月分、♥２月分）

月の献血５
実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間
７日㈰ ベイシア白河モール店 老久保 11:30～16:30

９日㈫

㈱ 白 河 川 島 製 作 所 大信下新城 9:50～11:00
大塚鉄工㈱白河工場 大信中新城 11:30～12:30
三宝製薬㈱福島工場 大信下新城 14:00～15:00
㈱ 光 陽 社 大信中新城 15:30～17:00

実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間

24日㈬

忠光自動車整備工場 東上野出島 10:00～10:30

浅 井 シ ョ ー ワ ㈱ 東工業団地 11:00～12:30

日本パッキング工業㈱ 東工業団地 14:00～15:30

日本果実加工㈱白河工場 東深仁井田  16:00～17:00

『
菜
の
花
と
商
品
経
済
』



編
集
・
発
行
／
白
河
市
秘
書
広
報
課
　

〒
961-8602　

福
島
県
白
河
市
八
幡
小
路
7-1
☎
㉒
1111（

代
）
／
Ｆａｘ
㉗
2577

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
hisho@

city.shirakaw
a.fukushim

a.jp

表
郷
庁
舎
　
〒
961-0492　

表
郷
金
山
字
長
者
久
保
２
　
☎
㉜
2111

／
Ｆａｘ
㉜
2234

大
信
庁
舎
　
〒
969-0392　

大
信
町
屋
字
沢
田
15-1　

☎
㊻
2111

／
Ｆａｘ
㊻
2409

東
庁
舎
　〒
961-0392　

東
釜
子
字
殿
田
表
50　

☎
㉞
2111

／
Ｆａｘ
㉞
3584

「広報白河」は、環境にやさしい再生紙
と植物油インキを使用しています。
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　中央中特設声楽部は、昨年９月に山形県で行われた「第68
回全日本合唱コンクール東北支部大会」で金賞を受賞しまし
た。そのメンバーの１人で、４月から合唱の名門校である安
積黎明高校に進学する青木聖菜さん。常設の器楽部で部長を
務め、さらに特設声楽部でもリーダーとして２・３年生から
なるメンバーをまとめました。「歌で自分の体が音楽の一部に
なり、メンバーとの一体感を感じる瞬間が一番楽しい。将来
は音楽教師として県内で働き、教えてもらった音楽の楽しさ
や知識を広めたい」と話し、素敵な歌声を聞かせてくれました。

人物 ｅｐｏｒｔ
青
あ お き

木　聖
せ い な

菜 さん～注目のあの人を紹介～

住　　所：白坂大倉矢見218-1
営業時間：11:00 ～ 19:30
定 休 日：水曜日（祝日の場合は営業）

　

昭
和
48
年
、
白
河
旭
高
の
近
く
、
桜

町
で
創
業
し
た
来
々
軒
。
そ
の
後
、
現

在
の
場
所
に
店
舗
を
移
転
し
ま
し
た
。

　
店
主
は
鈴す

ず
き木
文ふ

み
お男
さ
ん
（
64
歳
）。
妻

の
え
み
子
さ
ん
と
息
子
の
功い

さ
お

さ
ん
と
一

緒
に
お
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
料
理
が
好
き
だ
っ
た

文
男
さ
ん
は
、
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ

に
、
東
京
の
中
華
料
理
店
で
８
年
間
修

業
し
て
お
店
を
構
え
ま
し
た
。

　
「
日
頃
か
ら
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
て
い
る
」
と
話
す
文
男
さ
ん
。
メ
ニ

ュ
ー
に
は
、
15
種
類
以
上
の
餡あ

ん

か
け
ラ

ー
メ
ン
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
一
番
人

気
の
お
す
す
め
は
「
肉
そ
ば
」。
豚
と

鶏
ガ
ラ
か
ら
作
る
醤
油
ス
ー
プ
に
、
豚

肉
、
白
菜
、
小
松
菜
、
木き

く
ら
げ耳
が
入
っ
た

餡
が
の
り
、
自
家
製
の
手
打
ち
麺
が
か

ら
み
ま
す
。
手
間
を
か
け
て
仕
込
ん
だ

餡
か
け
ス
ー
プ
は
、
辛
み
と
甘
み
が
あ

り
、
奥
深
さ
と
、
く
せ
に
な
る
う
ま
み

を
感
じ
ま
す
。

　
「
将
来
は
宴
席
料
理
も
提
供
し
た
い
」

と
、
ラ
ー
メ
ン
以
外
に
も
定
食
や
中
華

料
理
な
ど
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び

ま
す
。「
遠
く
か
ら
何
度
も
来
て
く
れ
る

お
客
様
が
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
低
価
格

で
お
い
し
い
も
の
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
店
主
の
文
男
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
白
河
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
処
で
、
市
内

に
は
１
０
０
軒
を
超
す
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
お
い
し
さ
を
追
求

す
る
店
主
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
の締

め
の
一
杯

来ら
い
ら
い
け
ん

々
軒

第
12
回

《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

《マチイロ（旧ｉ広報紙）》《白河市ホームページ》

最新の情報をチェック アプリで情報チェック
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